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本年3月 11日 に発生した東日本大震災は、私たちに様 な々課題と教訓をもたらしました。中でも大きかつたの

は、危機管理と政治・行政の対応という問題です。日 の々備えと震災直後の初動によつて被害の結果が大きく変

わつてくるということ。そして災害後の様 な々対応をめぐつて、政治・行政の果たす役割と責務がいかに大きい

かということ。そこで、今回のフォーラムではt自治体の備えと危機管理についての現状と課題、そして政治・

行政の災害後をめぐる対応について論じながら学んでみたいと思います。

今回 第一部では、テレビ等でもお馴染みであり、新聞記者として永年、国家の危機と政治指導者をウォッチし

続けてきた田勢康弘さんをお迎えし、震災後の日本についてご請演いただきます。第二部では板橋第六小の出身

であり今回の震災で液状化や選挙実施の是非という危機に立ち向かつた千葉県浦安市長、板橋区から危機管理担

当部長、議会の災害対策調査特別委員長をお招きし、シンポジウムを行います。

ポスト3,11の地域。日本そして危機管理をどうするのか。この機会に多くの皆様のご来場をお待ちしております。
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昭和25年 せ日本区生まれ。捩格区立捩格第六小学校卒。

明治大学卒業後、サラリーマン、代議士ダ設私書を経て、千茂
3年 よう十兼果議 (2期 )。 子戌10年、市長当違 (現在4期 日)。

子戌21年 、市民、事業者、市などのそれぞれの責務と役割を

明らかにしたうえで生携し、災害対策に取り組んでいく決意を

表明するため『災害対策基本条例』を制定。

今回の震災ではた状化や県議遅実施をめぐり危機に立ら向

かう。また、キせして住み続けられるまちをめざして、国・県の支援制

度に加え、市独自の支援市1度も策定。

全国市長会理事、全国首長逍携え流会代表世話人、日本白治

体危機管理学会理事。
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昭わ45年板格区生まれ。ノースイニスタン大学 (ボ ス

トン市)ジ ャーナリズム学部卒。東京国際大学大学院修

士誅程修了 (国 際関係学修士)。 都議。衆議院議員私書を

経て千戌15年 よりIXI議 (3期 日・白民党所属)。 大教児童

委員長歴任。WO法人シンクいたばし相談役。

華難織轟 縦報機霧難暴書鰤挿軍編鐵曝義熙 精ヨ聯当細緑導
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31年秋口県生まれ。昭

～
58年入区、防災課長、振椿

福社事務所長、契約管財課長、区民夫化部参事地域捩典課長

等を経て子咸23年 より福社部長。本年6月 より危機サ理担当

部長を兼務。
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